









ワーズ ワスにお け る風 と想像力
斎 藤 隆 文
ワーズ ワスの詩を読んで注目すべきことは,風i)のイメージが多用され
ているということである。 しかも風は,ワ ーズワスの風景に魅力を与えて
いる重要 な要素として,そ こに吹いている。 このようなワーズワスの風に
対する姿勢は,19世紀初頭のヨーロッパの芸術作品の中にしばしば風が表
現 されていることと軌を一にするものである。例えば,ワ ーズワスとよく




ーベンが切 り開いた標題音楽の一つである 「田園」交響曲第4楽 章におい
ては,明 らかにバイオ リンカミ吹き過ぎる風を現わしている。 このようにヨ
ーロッパの芸術的潮流の中で,風 はしばしばロマン派芸術家の注目すると










はな く,重 要な こ とは,こ の時代 に至 って風が持 っていた古い意味に 新 し
い意味が付加 された こ とで ある。す なわ ち古代 のよ うに単 に風 を生命 と結
びつ けた り,あ るいは擬人化 して風 を扱 うので はな く,風 自体 の申に 新 し
い意 義 と可能 性 を 認 めたのであ る。 シェ リーは例えば,ADefenceof
Poetryの申で詩人を次 のよ うに説 明 してい る。
Man is an instrument over which a series of external and internal 
impressions are driven, like the alternations of an ever-changing 
wind over an Aeolian lyre, which move it by their motion to 
ever-changing  melody.3)
イオ リアのたて琴 は,ギ リシャ神話 の風神Aeolusから由来 している言 葉
であ る。OEDに よ ると1791年に初めて,す なわちよ うや くロマン主義運
動 が本格 的に始 まろ うとす る 頃に初めて英語 に登 場 してい る。4)シェ リー
は このイオ リアのたて琴 と風 のイ メージを詩人 の創造 に結 びつ けるこ とに
よ って,風 に新 しい意 味を付加 したので ある。
ところで注意すべ きは,シ ェ リーが今 あげ た詩論で言及 してい る風 は,
な るほど詩人 の創造作 用に比較 され るこ とによって,新 しい意味 を付 加 さ
れ てはい るが,あ くまでもたて琴 を吹 く風で ある ことだ。風はたて琴 に吹
L'て初め て詩人 の創造 にた とえ られ る。 シェ リー におい て風が詩人の創造
に結びつ けられ る時,た て琴 とい う人工の楽器 を吹かねばな らないが,ま
さにその ことに よって創造 の風 が大 自然を吹 く自由 さを奪われてい るのだ。
シェ リーの風が大 自然 を吹 く時,そ れはむ しろ破壊 者 として大地 を吹 きす
さぶ6)のであ る。 それ故 にシ ェ リーにお いて,風 と想像力 との 関 係 は,
「風 とたて琴」 とい う一つ の限定 されたイ メージに収 まって しま う。 われ
われはそれ以上風 の創造性 に立 ち入 ることを許 されてはいない。
一方 ワーズ ワス もまた同様 に,風 と想像 力 との関係を重要 視 してい るが,
その際シ ェ リーの場合 とは違い,風 にも っと自由 さを与 えてい る。確 かに,
ワーズワスはPreludeの申で一 ヵ所"Eolianvisitations"と言 ってい る
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が,し か しす ぐ後で"buttheharpwassoondefrauded"(1,105)と言
って,そ の訪れを拒むのであ る。 ワーズ ワスはた て琴 の上 にでは な く,大
自然 を吹 く風に深 い意味 を くみ どった ので ある。実際,ワ ーズ ワスが大 自
然を吹 く風 をいかに重要視 していたか は,そ のPreludeの冒 頭カミ風に対
す る呼び か けで始め られ てい るこ とか らも察せ られ る。
Oh, there is blessing in this gentle breeze 
That blows from the green fields and from the clouds 
And from the sky: it beats against my cheek, 
And seems half conscious of the joy it gives. 
 O welcome  Messenger  ! 0 welcome  Friend  ! 
 (I,  1-5)
風 は ここで"Messenger"と呼ばれ,ま た"Friend"とも呼ばれ てい る。
何の"Messenger"であ り,な ぜ"Friend"なのであ ろう。"Messenger"
と呼ばれ ている点 に関 しては,同 じPrelude第10巻の次 のよ うな記述が
その手がか りを与え て くれ よ う。
           but, Great  God  ! 
Who send'st thyself into this breathing world 
Through Nature and through every kind of life, 
And mak'st Man what he is, Creature divine. 
                         (X, 386-389)
ここで"send"と い う言葉 は"Messenger"を連 想 させ る。 す なわ ち
"Natureandeverykindoflife"の中 の風 こそ,宇 宙創造 の神 の 「使者」
として ワーズ ワスが冒頭 に取 り上げた ものなのであ る。風はまた次 のよ う
にも歌 われ てい る。
   I, methought, while the sweet breath of Heaven 
was blowing on my body, felt within 
A corresponding mild creative breeze, 
A vital breeze.  (1,41-44)
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宇宙創造 の神 は万物 を創造す るが,丁 度 そのよ うに ワーズ ワス もまた詩の
世界,microcosmを創造す るのであ る。 そ の際 の詩人 の想像 力は"crea-
tivebreeze"あるいは"vitalbreeze"として考 え られ てい る。 そ うして
み ると,大 空のかなたか ら吹 いて くる風は,宇 宙創造 の神 の 「使者」 であ
ると同時 に,詩 人の想像力 と呼応す る働 きを為す ものなので ある。 ワーズ
ワスは,そ うい う意識 のも とに風 に"Friend"と呼びかけたので あろ う。
ワーズ ワスが,創 造す る大 自然 とそ の風 詩人 とその想像力 との対応 関
係をかな り意識 していたのは,今 まで見て きた通 りであ る。そ してこのよ
うな等式が成 り立つ時,ワ ー ズワスが 自然 を吹 く風に己の想像力のいわ ば
手本 とな るべ きものを見た と考え るのは故な きことではない。それを証す
るよ うに,ワ ーズ ワスは"TheThorn"に付けた注の申で次の よ うに言 っ
てい る。
Arose out of my observing, on the ridge of Quantock Hill, on 
a stormy day, a thorn which I had often passed in calm and 
bright weather without noticing it. I said to myself,  'Cannot I 
by some invention do as much to make this Thorn permanently 
an impressive object as the storm has made it to my eyes at 
this moment ?'6)
風が風景に為 したのと同じことを,ワ ーズワスは詩の申で実践 したいと願
うのである。 ワーズワスは一 般的な形でこのことをPrelude第13巻で次
のように説明している。すなわち,要 約すると,「大自然はその創造力を
持って事物の形態を作 り上げ,付 け加えたり,引き抜いた り,結合した り
して,あ る一つだけのものを強 く印象づけるようにしてわれわれの前に提
示する。そ してその力は,われわれの申の優れた精神を持つ人が身につけ
ている事物を作 り出す力 と実によく似ている。そして,そ の人はまたこの
ような大自然が創造 したものを直感的に把握する力をも備えているのだ。」
(XIII,77-96)この部分は,ワ ーズワスの想像力を解明す る鍵 となるもの
だ と思われる。ここで 「つけ加えた り,引き抜いた り,結合 した り」 と言




詩作におい て二つの立場を取ると言 う。一つは,風 に代表される大自然の
創造力を1直感的に把握 して,そ れを詩に作 る受容者(receiver)としての
立場 と,今度はそれに類似す る自からの想像力の働きによって,事 物に変
化を与える能動者(creator)としての立場である。 もしワーズワスが以




像力に及ぶ ことが許されるからである。そこで以下では,私 は,ワ ーズワ
スが以上風 と想像力について述べたことを手がか りとして,ワ ーズワスが
その創造へ の姿勢においていかに風に負っているかを,さ らにその想像力
ヵミ風の創造性とどのように連絡しあっているかを検討し,ワーズワス的想
像力の特質 を明らかにしたい と思 う。
ワーズ ワスにお いて風の代表的 な性格 は,"Michae1"にみ られ るもので
あろ う。老練 なマイケルは,風 の意 味を知 り尽 してい た。 ある日彼は借金
の為 に息子 のルー クを町に出さなけれ ばな らな くなる。そ して次の よ うに
言 うのであ る。
Our Luke shall leave us, Isabel; the land 
Shall not go from us, and it shall be  free; 
He shall possess it, free as is the wind 
That passes over it. 
                "Michael"
,  11.  244-247.
ここでは,ル ー クが土地を自由に所有することが,大 地をかける風の自由
さに比されている。マイケルにとって風の自由さは,一 つの固定観念なの
so ワーズワスにおける風と想艨力
だ。風 はこの場合 のよ うに,ワ ーズ ワスに とっては多分 に入 間的な 自由の
象徴 と して とらえられ てい ることが多 いのであ る。TheExcursionの1814
年版に付 された序詩ゐ中で も次 のよ うな記述 があ る。
          the fierce confederate storm 
Of Sorrow barricadoed evermore 
Within the walls of cities. 
 (11.  78-80)
風 は閉ざされ た空間の中では生存 で きないのであ り,た えず束縛 の壁 を打
ち破 って開 かれた 空 間 をめ ざそ うとす るのであ る。 なぜな ら風 のraison
d'titreはそ の動 きその ものの中にあ るか らだ。 ところで,こ こで使 われて
い る"wallsofcities"とほ とん ど同じ語句がPreludeの冒頭 では,ワ
ーズワス 自身 に関 して使われ てい ることは注 目に値 しよ う。
A captive greets thee, coming from a house 
Of bondage, from yon City's walls set free, 
A prison where he hath been long immured. 
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の城壁 か らの解放 を重要 な意味 を込 めて歌 ったのではあ るまい か。
考えてみ るに,18世紀は都市文化が隆盛 した時代 であ った。そ してそ の
世紀の代表 的詩人 ポー プが"Happytheman,whosewishandcare/A
fewpaternalacresbound._"と歌 った よ うに,む しろ閉ざされた空間
が奨励され た ので あ った。 そ こでは芸術 文化 の基盤 をなす ものは,あ らゆ
るものを物 差 では かろ うとす る18世紀流の合理主義 であ り,形 式主義で あ
った。 ワー ズ ワス は,し か し,風 がそ うで あ るよ うに,閉 ざされた空間,
閉ざされた 精神 を強 く否定す るのであ る。
But  who shall parcel out 
His intellect, by geometric rules, 
Split, like a province, into round and  square  ?
 (II,  208-210)
しか し,そ れ のみ な らず,ロ ン ドンとい う大都会 は詩語 ともあ る意味で深
くかかわ っている ように思 え る。 ワーズ ワスは ロン ドンの学生 につ いて こ
う言 ってい る。
      the inner heart 
Is trivial, and the impresses without 
Are of a gaudy region. 
                (III, 457-459)
この言葉は,ワ ーズワスが同時代の詩人の詩語を批判した言葉 とよく似か
よっている。
 ...the gaudiness and inane phraseology of many modern writers. 
                                (P W, II, p. 386)
お粗末な心 とそれ を飾 る服装,空 疎 な内容 とそれ を色 どる言葉 とい う差 は
あるにして も,両 方 とも内と外 との関係が扱われ てい ることに注 目したい。
ワーズワスは言語 と服装 を同一意識の下に とらえてい るのであ る。 その意
味 で,ワ ーズ ワス に"anachingandabarrensenseofgayconfusion"
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(III,664)を抱かせたロン ドンの町からの解放は,空疎な内容をきらびや
かに覆 うに過ぎない閉ざされた言語からの脱出をも暗示 していたと見 るべ
きであろう。 このことはワーズワスが,続 くPrelude冒頭55行目か ら,
















現われている。 ワーズワスの風景は,た とえば多くの場合,「広が り」を
感じさせずにはおかない。たとえ 「広が り」を示す言葉が明示されていな
い場合でも,読者はその背後に地平線へ と消え入る遠景を感じるのである。
ワーズワスにとって,遠 さを感じさせる 「広が り」は時に啓示的であ り,
彼はそこに永遠なるものを感 じとっていたのだ。8)だから,"Resolution
andIndependance"において,蛭 取 りの老人が 「天に向って開いた池の
かたわら」に立ち,また有名な虹の詩で,虹 が果てしな く広がった空を背
景としてかかっていることと,ワーズワスがその老人 と虹からある啓示の
如きものを 得たこととは無 縁 では ない。 あるいは,"ComposedUpon
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WestminsterAbbey"にも,こ の 「広 が り」 の感覚が詩全体 に息づいて
い る。そ こに描かれてい るロン ドンの風景は,"earth"とい う語が示す よ
うに広 い パー スペ クテ ィブの中に とらえ られ てい る。そ してそ の風景に点
在す る 「船 や塔,高 楼,劇 場,寺 院」な どはいずれ も 「遙か なる平野 と空
に向 って開 い てい る」のであ る。その上,澄 み きった大気 も,あ た りを包
む静 けさ もまた 「広が り」を感 じさせずにはおかず,「悠 々 と流 れ行 く川」
もわれ われ に,そ れが流れ来 た り,流 れ去 る彼方を思い起 こさせ る。 この
ように,こ の詩においては,す べての事物が広かれた空間へ と流れ出す よ
うに思え る。今や朝 日の申で ロン ドンの町は,あ たか もその本来 の生を流
出 した生 きものの よ うに静かに横たわ ってい るのであ る。そ して,そ れ と
同時 に"activeuniverse"(Prelude,II,266)まで連 なる 厂広 が り」 の中
に位置づ けられ ることに よって,こ の都会は大 自然の生命力 と結ばれ るの
であ る。 この詩において ロン ドンは,早 朝 とい う一 日の特別な時聞に,そ
の本来の機 能 を停止 させ ることに よって,壁 の申に一つの異質な小宇宙を
形成 す る ことを止 め,大 自然 の"onelife"(Prelude,II,430)に参加 し
えた ので あ る。
このよ うに風の持つ開かれた空間へ の指向は,ワ ーズ ワスの想像力にお
いて 「広 が り」の美学 とな って表われ るのであ る。風は ロマ ン主義の持 つ
遙か な るものへの憧憬を代表 してい る。が しか し,風 がその創造力を成就
す るには遙かな る彼方へ旅立 つだ けでは十分ではない。風は透明であ り,
己を表現 す るため には他者に吹 かな くてはな らないのだ。風は己を表現 す
る風 景を求めて,あ こがれの風 とな る。C.ロ ぜ ッテ ィは風が 己を表現 す
る風 景を次の よ うに描いてい る。
Who has seen the  wind  ? 
    Neither you nor I;
But when the leaves hang trembling, 
     The wind is passing through.
この詩 とほ とんど同 じイ メージを,ワ ーズ ワスはPreludeで歌 っている。
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        my favourite Grove, 
Now tossing its dark boughs in sun and wind 
Spreads through me a commotion like its own, 
Something that fits me for the Poet's task. 




は,動 きと光 と音 とが生みだす芸術作品にその身を転じる。そこでは木の
葉 の音楽に合わせて舞 う光と影がみられる。風はここにおいて,芸術家 と
しての最上の能力を発揮するのだ。 ワーズワスは,風 カミ繰 り広げるそ のよ
うな風景に非常に敏感であった。次のようなイメージは典型的なワーズワ
ス的イメージであろう。
          to and fro 
In the dark summit of the moving Tree 
She  (the  moon] rock'd with every impulse of the wind. 
                 (IV, 81-83) 
    whispering like two reeds that in the cold moonbeam 
Bend with the breeze their heads. 
     "The Armenian Lady's Love"
,  11.  95-96.
こ こには光 と影,音 と静寂,動 と静の コン トラス トが美 しいイ メージを作
り出してい るのであ る。そ して風が木 を吹 く姿はまた喜びのイ メージで も
あ る。
The budding twigs spread out their fan, 
To catch the breezy air; 
And I must think, do all I can, 
That there was pleasure there. 
   "Lines Written In Ea
rly Spring",  11.17-20.
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風は木を吹 き抜け,そ の喜びを伝える。七そ こでは主体 としての風 と客体 と
しての木 との完壁な合一が見られるのである。
ところで,こ の 「木を吹 く風」のイメージは,大 自然の織 りなす創造の
象徴的なイ メージをも兼ねていることにわれわれは注 目せねばならない。
その例として,ア ルプスの壮大な風景の描写を見てみよう。
The rocks that mutter'd close upon our ears, 
Black dizzling crags that spake by the way-side 
As if a voice were in them... 
Tumult and peace, the darkness and the light 
Were all like working of one mind, the features 
Of the same face, blossoms upon one tree. 
 (VI, 562-572)
ここでい う"onemind"の創 造作用は 確 かに 壮大 なスケールを持つが,
しか し風景 に働 く力の種類 にL'て は,「 木 を吹 く風」 と同 じものだ と言
えよ う。 なぜ ならば,そ こに働 く要 素は双 方に共通な ものだか らである。
ここでの"thelightanddarkn〔ss"は「木を吹 く風」 における光 と影,
"av◎ice"は木の葉のそよ ぐ音,そ して"tumultandpeace"は動 と静 に
対応す るのであ る。
このよ うに,大 自然 の創造 力 の象徴 的・fメー ジの 役 割 りを 「木 を吹 く
風」の イメージは果 してい るのだ が,さらに注意すべ きは,ワーズワスは,こ
のイ メー ジと自ら の想像 力 の作用 との間におけ る類似 を明 らかに意識 して
い ることであ ろう。先 に引用 した 」隊8伽4θの一節 をも う一度見 てみ よ う。
        my favourite Grove, 
Now tossing its dark boughs in sun and wind 
Spreads through me a commotion like its own, 
Something that fits me for the Poet's task.
ワーズワスは,風 に揺れ る木 が表現す るの と 同 じ"commotion",詩人 の
創造 に適応す る"commotion"を感 じると言 うので ある。風はエネルギー
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で あるが,そ のよ うに ワーズワスの心の中 にも,,ここで"commotion"と
表 わされ てい るよ うなある種 のエネル ギーが宿 ってい るので ある。それ は
他 のものを生 命化す ることに よって己を表 現す る。 ワー ズワスは,そ の こ
とを次 のよ うに言い換えてい る。
 Poetry..  . proceeds whence it ought to do, from the soul of 
Man, communicating creative energies to the images of the 
external  world.10)
風が木を生命化 したように,ワ ーズワスの想像力もまた風景に作用 してそ
れを生命化するのである。
        A plastic power 
Abode with  me,  ... An auxiliar light 
 Carne from my mind which on the setting sun 
Bestow'd new splendor. (II, 381-384)
風はそ して,光 と音 と動 きといった基本的な要素をもって,そ の芸術を生
み出したが,ワ ーズワスの想像力も明らかにそれに類する働きをするのだ。
 ... imagination, by which word I mean the faculty 
which produces impressive effects out of simple  elements.")
丁度,風 が木に吹いてそれから美をひき出すように,ワ ーズワスの想像力
はある風景に作用 して,それをより印象的なものに変えるのである。彼の
詩もまた,主 体 と客体とが織 りなす芸術だと言えよう。そしてまさしくこ
こにも喜びのイメージがある。
To unorganic natures I transferr'd 
My own enjoyments, or, the power of truth 
Coming in revelation, I convers'd 
With things that really are. (II, 410-413)
ま ことに 「木 を吹 く風」 のイメージは,ワ ーズ ワス的想像力 の象徴で ある
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と言 え よ う。
この よ うなワーズ ワス的想像力,す なわ ち対象 に働 きかけて,そ れ をよ
り印象的 なものにす る とい う想像力の一例 を,有 名 な短詩"TheSolitary
Reaper"に見 てみた い。 ス コッ トラン ドで,ワ ーズ ワスは 一人 野中に麦
を刈 る乙 女 に出合 った。 ワー ズワスは彼女 の歌 う歌 を次 のよ うに描いてい
る。
Behold her, single in the field, 
 You solitary Highland  Lass  ! 
Reaping and singing by herself; 
Stop here, or gently  pass  !
Alone she cuts and binds the grain, 
And sings a melancholy strain; 
 0  ! listen! for the Vale profound 
Is overflowing with the sound. 
              (11.  1-8)
深 い谷 は彼女 の歌 であふれてい る。 しか しなが ら,そ の歌声カミい くら大 き
い とい っても,実 際 に深 い谷 を"overflow"させ るとい うのは,い ささか
不 自然 であ ろう。む しろ ワーズ ワスの想艨力がその歌声 をよ り印象的なも
のに した と考え るのが妥 当だ と思われ る。事実,ワ ーズ ワスの心 の中でそ
の歌声 が増幅 され,反 響 してい ることを示 すかの ように,こ の詩 は次 のよ
うに結ばれ てい る。
The music in my heart I bore, 
Long it was heard no more. (11.31-32)
ワーズ ワスに とって歌の意味は重要 ではなか った。重要 なのは,そ の響 き
であ った。だか ら,そ の歌が何 の歌かは分 らなか ったが,そ れは ワーズ ワ
スに深い印象を与 えたのであ る。 ワーズ ワスに とって重要であ ったのは,
Preludeに言 う"Livingsounds"(XI,105)であ り,こ の詩において,
彼の想像 力は,そ の歌声 に精一杯 の生 命力 を付与 したのであ る。




思われる。風の持つ自由への指向,あ るいはその拡大性は,丁 度,古 典的




は,ワ ーズワスの風景が,決 して色はなやかな風景ではな く,むしろ事物
の生命感を重視 しているのとも一致するのである。 コール リッジとともに,
ロマン派の創始者であ り,また自然詩人であったワーズワスは,何 よ りも
風のそのような特質を見抜いていたと言えるだろう。汎神論的世界を くま
なく満たす大気から突然わき起こる風のイメージこそ,ワ ーズワスが想像
力をたとえるのに最 も適 したものだったのであ り,その意昧で,風 はわれ.
われをワーズワスの世界に導いて くれる頼 りある案内者なのである。
注
Preludeの引 用 は,い ず れ もE.deSelincourt編(OxfordUniversityPress)の
もの で1805年版 の 方 を 使 用 し て い る 。
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